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Ⱥ͉̲͛ͅȻ
　悪性ਆនによる消化管閉塞はໜ೑Ȅ悪心ȄቚഫȄ
経口୫৾ະ良等をおこしŒŐōを悪化させるȅ緩和
目的の外科治療は一๊にリスクが高いと考えられȄ
比ڛ的全૸状態の良い症例に行われることが多いȅ
保存的治療では଍ॸ΂クトτ΂ΙΡの有効性の報告
がされている1Īȅ当院での悪性ਆនによる消化管閉
塞の症例の緩和治療について検討したȅ
Ⱥచય症例Ȼ
　対象症例は2010年7月から2014年12月に当院
で悪性ਆនによる消化管閉塞と診౯されたĹ6例中Ȅ
आ治手術を行った25例をੰいたȄ61例（౳性2Ĺ例　
੫性33例）について検討したȅ年齢は26पから95
प（໹޳65पȄ中؇౵65प）であったȅ対象症例
の原発は結ಸ܈1Ĺ例Ȅೄಸ܈10例Ȅᦙ܈10例Ȅ֍
܈７例Ȅິ 人科܈ˑ例Ȅ原発ະ明܈３例ȄłŎō２例Ȅ
その他˒例であった（表１）ȅ
ȺࠫضȻ
　緩和手術治療を行ったのは35例（以ئȄ手術߲）Ȅ
保存的治療のみを行ったのは26例（以ئȄ保存߲）
であったȅ手術߲の年齢は໹޳64į1पȄ中؇౵62
पであったȅ保存߲の年齢は໹޳66į2पȄ中؇౵
67į5पであったȅ手術߲についてಸ管切ੰ12例Ȅ
人工ᥬ門௮設10例Ȅ֍ߗಸΨイΩス術˕例Ȅಸ管
ΨイΩス術ˑ例Ȅ֍廔௮設術１例Ȅদ験開ໜ１例（１
例は３回Ȅ１例は２回手術）であったȅ
　őŦųŧŰųŮŢůŤŦ…SŵŢŵŶŴ（以ئȄőS）については手
՛଻કاۯ໾णͅచ̳ͥ۱გহၷȪ۱გ਀੅͂༗ంഎহၷȫ
砂川　祥頌 1）Ȅཅࡉ山　࠲ 2）Ȅႅ　　ဉਏ 2）Ȅ࿤里　栄治 2）Ȅ
࿻၌　࠲຃ 2）Ȅז吉　େং 2）Ȅ長嶺　૞治 2）Ȅ宮ઽ　　੓ 2）Ȅ
大嶺　　࿭ 2）Ȅ知ـ　ಱ美 2）Ȅऎș࿐秀ડ 3）　
要কȇ悪性ਆនによる消化管閉塞に対して当院で行った緩和治療（緩和手術と保存的治療）について治
療内ယとその効果や合併症Ȅ予後等を検討したȅ2010年7月から2014年12月までに当院で治療を行った
悪性ਆនが原因の消化管閉塞症例のĹ6例中Ȅआ治手術が行われた症例をੰく61例を検討したȅ外科手術
は35例に行われȄ術後症状٨஝効果があったものは30例（Ĺ5į7ɓ）であったȅ術後合併症は7例（20ɓ）
で認めȄ術後7日以内の்期死亡はなくȄ30日以内の死亡は２例であったȅ
　保存的治療のみは26例でいずれも଍ॸ΂クトτ΂ΙΡによる治療が行われȄ経口୫৾خ能となったの
は14例（53įĹɓ）であったȅ比ڛ的全૸状態が良くȄ予後がࡉࣺまれる症例では手術治療によりŒŐōの
٨஝や予後の٨஝がංられた症例もࡉられたȅ高度の܈性ໜ膜炎症例や全૸状態の悪い症例では手術治
療により౿死的な合併症やŒŐōをఅなう合併症もありȄ手術適応には૥重な評価がຈ要であるȅ
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術߲（őS1：16例ȄőS2：Ĺ例ȄőS3：ˑ例ȄőS4：
˒例）Ȅ保存߲（őS1：ˌ例ȄőS2：４例ȄőS3：ˑ
例ȄőS4：17例）と手術߲では őS1Ȅ2と比ڛ的全
૸状態の良い症例が多くȄ保存߲では őS3Ȅ4の症
例がほとんどであった（表２）ȅ
　手術߲について２例でໝ数回の手術が行われたȅ
術後は30例ȄĹ5į7Ħで経口୫৾خ能となったȅ経
口୫৾できなかった症例のうちˑ例中４例は őS4
であった（表３）ȅ術後合併症は７例Ȅ20Ħに認め
られたȅ内࿫は創感அ３例Ȅイτウス３例Ȅໜ腔内
ෟន１例ȄCŗカΞーΞル感அ１例Ȅ෹炎１例Ȅせ
ん妄１例（重ໝあり）であった（表４）ȅ術後７日
以内の்期死亡例はなくȄ30日以内の死亡例は２
例（5į7Ħ）でありȄ死因については１例は原疾患
の悪化Ȅ１例は೩栄ူによる༽合ະ全であったȅ
　手術治療における術後の生存日数は໹޳：217日Ȅ
550日以上の生存例も３例ありいずれも őS1Ȅ2の
症例で手術後に化学療法が施行されたȅ
　保存߲ではいずれも଍ॸ΂クトτ΂ΙΡによる
治療が行われȄ経口୫৾خ能となったのは14例Ȅ
53įĹĦであったȅ保存߲における生存日数は໹޳
25į3日で30日以内の死亡が1Ĺ例Ȅ7Ĺɓであったȅ
Ⱥࣉख़Ȼ
　悪性消化管閉塞の治療は一๊的に଍ॸ΂クトτ΂
ΙΡ投ဓȄ࿶סၾの調節Ȅ制ഫ࿪のঀ用Ȅ消化管ス
ΞϋトȄまた外科治療が行われているȅ外科治療の
症状΋ϋトロールは42 ～ Ĺ0ɓと報告されているȅ
また一方でその後の再閉塞は10～ 50ɓȄ外科治療
死亡ၚ9～ 40ĦȄ合併症ၚは30 ～ 50ɓであると
いう報告がされておりȄ術後経過はྖ௷す͓きもの
ではない…2Īȅ当院での成績は症状٨஝がĹ5į7ɓで合
併症20ĦでありȄ比ڛ的良ࢡで安全に行われてい
ると考えられるȅ
　外科治療の適応についての統一的なࡉٜはなくȄ
全૸状態良ࢡȄ手術にఛえうる状態Ȅ2Ƚ3ώ月以
上の生存が期待できるȄ治療೷ࢯ性の大ၾのໜକが
ないȄがんによるໜ膜෥ਅがࢩํに存在しないȄ閉
塞ؿਫ਼が１～２つ以内症例が適応とする考えがあ
る1Īȅまた予後に関する因子を考ၪするための予後
予௶の評価として őŢŭŭŪŢŵŪŷŦ…őųŰŨůŰŴŵŪŤ…SŤŰųŦȄま
た őŢŭŭŪŢŵŪŷŦ…őųŰŨůŰŴŵŪŤ… IůťŦŹが用いられること
がある3Ī…4Īȅ今回ِșは術ஜの őSにಕ目して評価し
たがȄ手術適応を考えるうえでは有効であると考え
られたȅ当院でも緩和手術により症状やŒŐōが٨
஝しその後の化学療法治療が行われȄ予後が٨஝し
たと考えられる症例を数例認めたȅこれらの症例は
őSが良ࢡで予後もある程度みこめる症例であったȅ
日本緩和医療学会のがん患者の消化ܕ症状の緩和に
関する΄イΡライϋでもがんにฺう手術ະ能な消化
管閉塞の患者に対してȄ΂クトτ΂ΙΡの投ဓを行
うことをଔ੻する（1Ń：ޑいଔ੻）とされているȅ
当院でも保存的治療では଍ॸ΂クトτ΂ΙΡによる
治療が行われ症状が緩和Ȅ経口୫৾خ能なまで٨஝
した症例も認められȄ治療が有効であったと考えら
れるȅ
ȺࠫࢊȻ
　őSが良く予後がࡉࣺめる症例では緩和手術をୟ
ޭ的に考ၪしȄőSが悪く予後がౣいと考えられる
症例では手術治療は૥重に検討す͓きと考えられ
るȅ保存的治療において଍ॸ΂クトτ΂ΙΡによる
治療は有効であると考えられたȅ
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